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研究要旨：肝硬度は肝線維化を推測する方法として用いられている。本研究では PBC 患者

に対して肝硬度を測定した本研究班の 8 施設から登録された 416 例について予後との関連

性について検討を行った。多変量解析では肝硬度高値と高齢が死亡に関連する独立因子で

あり、肝硬度高値の場合にも有意に肝関連イベントが発生することを明らかにした。 
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Ａ．研究目的 

原発性胆汁性胆管炎（PBC）は、病因、病

態に自己免疫学的機序が想定される慢性進

行性の胆汁うっ滞性肝疾患である。ウルソ

デオキシコール酸（UDCA）が第一選択薬で

あり、約 70%の症例では UDCA治療が奏功

し、長期予後は良好である。従来は診断に

肝生検が用いられ、その線維化の進行度に

より予後の予測がされていたが最近は、血

清学的に診断され、侵襲のある肝生検の施

行件数は減少している。最近では

Fibroscan®により測定される肝硬度が肝線

維化測定として保険適用となり、非侵襲的

に肝の線維化を予測することが可能となっ

た。よって、本研究では Fibroscan®による

肝硬度測定値を用いて PBCの予後予測が可

能であるか検討することを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

本研究班の中で肝硬度測定を行っている

9施設から登録された 416例を対象とした

多施設共同後ろ向き検討である。肝硬度と

患者背景、臨床検査について検討し、予後

や肝関連イベント（死亡、静脈瘤出血、腹

水、脳症、肝細胞癌、肝移植）を予測し得

るかどうか統計学的解析を行った。 

（倫理面への配慮） 

信州大学医倫理委員会で承認済み(5313

番）であり、各施設で匿名化された資料で

あり、個人情報を含まないため研究対象者

に対する人権擁護上の配慮を行い、研究対

象者に対する不利益、危険性の排除を行っ

ている。 

 

Ｃ．研究結果 

年齢の中央値は 64歳、女性は 84%であ

り、観察期間中央値は 1,440 日で、12例

（2.9%）死亡、肝関連死は 4例(1.0%)、肝

移植は 2例が受けていた。肝硬度の中央値

は 5.8kPaのコホートであった。死亡群と生

存群の比較では高齢、肝硬度高値、肝機能

検査値が悪い症例で死亡率が優位に関連し

ていた。多変量解析の結果から高齢（ハザ

ード比：7.87, p=0.011）、肝硬度高値（ハ

ザード比：4.87, p=0.041）が有意に死亡と

関連する因子であることが判明した。Log-

rank testでも肝硬度高値が有意に死亡、

静脈瘤出血、腹水発生、肝性脳症発症、肝

細胞癌発生が発生することが判明した。 
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Ｄ．考察 

肝硬度は非侵襲的に肝線維化を評価可能

であるが、どの施設にも設置されているわ

けではないため、登録症例数が少なく、さ

らに、経過観察期間が短いためイベント発

生数が少ないことが limitationである。一

方で我が国における多施設での検討はない

ため他の因子も加えながら最終的な臨床的

意義を検討する必要がある。 

 

Ｅ．結論 

肝硬度は非侵襲的に肝線維化を評価する

方法であり、PBCにおける予後予測に使用

できる可能性が示唆された。 
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